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凡例
・著者名の後の数字は掲載ページを表す。
・本文途中にある次号予告・他誌の広告についても、原則として採った。
・号数、発行年月日、印刷年月日については表紙並びに奥付を参照し算用数字で記した。
号数の表記の仕方が統一されていないが、各号の表紙並びに奥付の表記に従った。
・標題等が目次と本文とで異なる場合、原則として本文の方に拠った。
・標題の中で改行が行われたり、正題と副題との間で改行が行われている場合、／印で示
した。
・人名については正字を用いることを原則とした。
・仮名遣いは、原文のまま用いることとした。
・標題や副題の一部に（）や《　》が用いられている場合には、そのまま用いることと
した。
・目次や本文に時評、詩、創作、批評などの別が記載されている場合には、その別に従い
〈　〉　内に記した。
・本文の内容についての区別が、目次・本文のいずれにおいてもなされていない場合には
※印をつけて記した。また、内容について特に注記が必要と考えられる場合にも、葵印を
つけて記した。
・欄名である「きゃったんとつぐ」と「氷点」は、［］内に記した。
・筆者名がイニシャルのみの場合にはそれに従った。
・訳者がある場合には、訳者名の前に　〈択〉　と記した。
・挿絵とカットの作者名は目次から採った。本文中の挿絵・カットについて、イニシャル
等から作者名が判明するものについては、作者名の後の（）に掲載ページを記した。
・特に注記が必要であると判断した場合には、注をつけた。注記の内容については、10月
号の後にまとめて記した。
第1号創刊号（7月号・通巻第8号）（注1）
土耳其人の対話　顛小説
芸と嘘　※随筆
昭和23年7月1日発行
昭和23年6月21日印刷
編集兼発行人・伊藤逸平／定価28円
大健　次郎　2－6
中島　健蔵　7－12
椎名麟三の問題／と・平野謙の「翫賞」に就いて－　※評論　　　　小田切秀雄13－19
池田克巳　八森虎太郎責任編集／日本未来派　※原稿・会員募集広
』ヒ
【コ
－109　一
19
諷刺映画シナリオ審査発表　※イヴニングスター杜・新東宝映画製
作所共催シナリオ入選作発表
墓地の対話　※小説
文壇さまざま　く時評〉
☆匿名批評の流行について　☆文芸雑誌の氾濫について　☆文壇
の徒弟制度について
［きやったんどつぐ］諷刺にたいす／る諷刺的感想〈時評〉
［氷点］へんな「革命的」文学〈時評〉
北を駈ける（連載第一回）／一エニセイ河から黄海まで一　※小説
VAN七月号　※イヴこングスター杜刊行雑誌広告
御挨拶（注2）
聖マルコの夜／一野の馬の□きを息めよ　闇の中の薔薇を射て！
《山荘歳時記》　より　〈創作〉（注3）
次号予告　※次号目次
編集後記
?????
??????
梅崎　春生　26－27
高橋　義孝　28－29
片原　痛士　30－33
所　　武雄　34r49
44
水口　伸二　　　49
今　　宮－　50－83
64
S・M（注4）64
表紙／河野鷹思
挿絵・カット／清水鼠（注5）（2）、療藤清（34）、河野鷹思、村井正誠、コクトオ
第2号（通巻第9号） 昭和23年8月1日発行
昭和23年7月20日印刷
編集兼発行人・伊藤逸平／定価30円
土耳其人の対話（第二回）　※小説
新感覚派始末／－横光利一の霊を呼びもどすために－　※回想
大悌　次郎　2－　3
稲垣　足穂　4－13
下層貧困階級の児童がその両親たちにとり重き負担／たるべきこと
を防止し且つまたこれを転じて国家杜／会の利益たらしむること
に関する最も穏健なる一私案。　※評論（注6）　　　　ジョナサン・スウイフト
〈訳〉　中野　好夫14－19
諷刺雑誌／VAN／八月号　※イヴニングスター杜刊行雑誌広告
探偵雑誌／黒猫／八月号　※イヴニングスター社刊行雑誌広告
農村風景「立札」〈詩〉
現代の長恨／－太宰治を悼む－　※追悼記事
島田謹二著／ポーとボードレール／－比較文学史研究　※イヴこン
グスター杜新刊広告　内容略記
学問の自由と特高警察根性　※評論
青年期と文学／－私の英文学遍歴－　※回想
［きやったんどつぐ］甘さについて　〈時評〉
［氷点］鳴海仙吉氏〈時評〉
雨は降りつゞいてゐる　〈創作〉
－110　－
19
19
山之口　躾　20－21
北　　鬼助　22－26
26
武谷　三男　27－29
西脇順三郎　30－33
花田　清輝　34－35
久保田正文　36－40
椎名　麟三　41－47
人間喜劇九月号予告　※次号目次
北を駈ける（第二回）／－エニセイ河から黄海まで－　※小説
編集後記
47
所　　武雄　48－63
S・M　　　64
表紙／河野鷹息
カット／斎藤清（48）、木内虞、コクトウ、河野鷹思、清水思、村井正誠
9月号（通巻第10号） 昭和23年9月1日発行
昭和23年8月21日印刷
編集兼発行人・伊藤逸平／定価30円
文化と平和と人間　新評論
太宰治と封建主義　※評論
土耳其人の対話（三）　※小説
葬列「貨幣」「葬列」〈詩〉
小説と戯曲　※評論
諷刺雑誌VAN9月号　※イヴニングスター杜刊行雑誌広告
探偵雑誌黒猫9月号　※イヴニングスター杜刊行雑誌広告
［きやったんどつぐ］水死人を点景と／して試みられた／絶望的な
意見／《あぢるの壁書〉　より　〈時評〉
青野　季吉　2－5
山岸　外史　6－13
大傭　次郎14－15
祝　算之介16－18
三好　十郎19－23
23
23
今　　官一　24－27
［氷点］第一章は書かれうるか〈時評〉　　　　　　　　　　キクチ・ショーイチ　28－32
イヴニンダスター杜新刊／島田謹二著ポーとボードレール／－比較
文学史研究－　※イヴニンダスター杜新刊広告　内容略記
狂った風土〈創作〉
十月号予告　※次号の目次
北を駈ける（第三回）／－エニセイ河から黄海まで－　※小説
前号正誤表　※第2号正誤表
編集後記
32
森　三千代　33－47
47
所　　武雄　48－63
64
S・M　　　84
表紙／河野鷹思
カット／清水見（14）、斎藤清（48）、木内虜、河野鷹思、村井正誠、コクトウ
用月号（通巻第11号）
戦争論　※評論
土耳其人の対話（第四回）　※小説
開化期の諷刺文学　※評論
ー111－
昭和23年10月1日発行
昭和23年9月20日印刷
繍集兼発行人・伊藤逸平／定価35円
坂口　安吾　2－11
大悌　次郎12－14
柳田　　泉15－21
VAN十月号　※イヴこングスター杜刊行雑誌広告
現代美／を裁く　※評論
坂口安吾著／不連続殺人事件　※イヴニングスター杜新刊広告　内
容略記
［きやったんどつぐ］流行論　〈批評〉
［氷点］黄昏の文学／一船山馨の場合〈批評〉
文壇今昔渾　※回想
へヤーピン一本　く創作〉
北を駈ける（第四回）／－エニセイ河から黄海まで－　※小説
十一月号予告　※次号目次
米国科学雑誌／ポピュラ・サイエンス日本語版／工作篇　※イヴニ
ングスター杜新刊広告　内容略記
編集後記
表紙／河野鷹思
カット／清水鼠、斎藤清、平井滑、河野鷹思、古澤岩美
21
上林　澄雄　22－25
25
高橋　義孝　26－30
藤沼　茂樹　3ト36
大宅　壮－　37－39
豊島輿志雄　40－46
所　　武雄　47－63
63
64
S・M　　　64
注1．『人間喜劇』は『諷刺文学』（昭和22年4月1日～昭和23年2月1日。全7号）の改題誌
で巻次継承。
2．朝日新聞社を辞し、『人間喜劇』編集者となった挨拶。
3．口で示した部分の欠字は「噺」か？
4．第2号以降の各号の編集後記の末尾にも（SⅧ）のイニシャルが付されており、これ
らはいずれも、第1号49ページの「御挨拶」にある水口伸二のことと推測した。
5．　目次では「清水昆」となっているが、他号の表記に従った。
6．　目次の標題は「浮浪児対策諭」。
－112　－
